
おやさと研究所長　深谷忠一　Chuichi Fukaya

巻頭言

1 Vol.12  No.8  August 2011Glocal  Tenri

月刊     　　　　　　　　　　　　 　Monthly Bulletin　Vol.12  No.8  August  2011

天理大学 おやさと研究所　Oyasato Institute for the Study of Religion, Tenri University　

グローカル天理

ISSN 1345-3580

CONTENTS

8
・ 巻頭言　
 日本は里の仙人になろう！
　／深谷忠一 ................................................. 1

・ 天理教教理史断章（68）
 その他の文書⑪
 ／安井幹夫 ................................................. 2

・ 天理教海外伝道の資料（18）
　満州伝道関連史料②
 ／深川治道 ................................................. 4

・ 天理異文化伝道の諸相（82）
 コンゴ伝道に見る異文化接触 [48]
 ／森　洋明 ................................................. 5

・ 今日の時代における宗教批判の克服学（32）
 生殖をめぐる問題と “ いのちの縁 ”
 ／金子　昭 ................................................. 6

・ ハワイ人とキリスト教：文化と信仰の
 民族誌学（29）
 ハワイ文化のキリスト教化
 ／井上昭洋 ................................................. 7

・ 世界平和のための宗教対話（27）
 警察による聖職者の逮捕
　／山口英雄 ................................................. 8

・ 天理スポーツ（15）
 天理スポーツ シンポジウム⑤
 ／難波真理 ................................................. 9

・ オーストラリア通信（５）
　砂漠に魚が降る
 ／土井幸宏 ............................................... 10

・ アメリカ通信（５）
 バークレー留学体験記：土俵際で戸惑
 う日々
　／深谷耕治 ............................................... 11

・ 図書紹介（62）
 『グローカリズムの実践』
 ／金子　昭 ............................................... 12

・ 平成 23 年度公開教学講座
 「現代社会と天理教」（２）
 第３講：古い道と新しい道の間
 ／辻井　正和 ........................................... 13

・ English Summary .................................... 14

・ おやさと研究所ニュース ....................... 15

第８回奈良県宗教者フォーラムに参加／天理台湾

学会開催／付置研第 11 回「生命倫理研究部会」

に参加・発表／訃報／夏期特別講座「教学と現代

VIII」のお知らせ

日本は里の仙人になろう！

持ち物の量でだけで決まるのではない」という
のは真実であっても、それで文明・文化の発達
を目指さないというのでは、長い年月をかけて
知恵と文字の仕込みをされた意味がなくなると
いうことです。つまり、天理教の教えからしても、
幸せなブータン人が生活改善のために経済開発
に一生懸命になるのは、何ら矛盾したことでは
なく、大いに奨励されるべきことなのです。

また、教祖は ” 谷底せり上げ ” とも言われて
いますが、世界には国の全てが谷底にあって、
国民全体の生活レベルを向上させねばならない
所が沢山あります。ですから、いわゆる先進国
に住む我々は、ただ自国の現在の栄華・未来の
繁栄だけを考えるのではなく、世界の全ての国・
人の生活が、今も将来も豊かになるように、各々
の国の開発にも協力することが不可欠なのです。

したがって、例えば今、日本では、電力供給
のあり方をどうするか？が問われていますが、
その議論の中身が、単に今夏の電力不足を乗り
切るためだけの “ 今さえよければ・・・” や、国
内での安全・安定供給のみを考える “ 我さえよ
ければ・・・” であってはならないのです。日本
は水力、風力、地熱、太陽光、バイオマス、石油、
石炭、天然ガス、原子力等、あらゆる発電所を
建設・運用するための世界最先端の技術を持っ
ています。ですから、そのノウハウを十分に活
用し、また、さらに進展させて、世界中の電力
の安全 ･ 安定供給に寄与するように、グローバ
ルな視点で議論を進めることが望まれるのです。

教祖のお言葉に「菜の葉一枚でも、粗末にせ
ぬように。」とありますが、世界にはその葉っぱ
一枚すら満足に食せない飢餓レベルにいる人が
大勢います。葉っぱどころか人間のいのちが粗
末になっている。その悲惨な状況を改善するた
めにも欠かせないのが電力の供給です。それを、
もし日本が、自国の状況・思惑だけで、これか
らの発電や送電・供給のシステムを決めてしま
うと、日本とは自然環境や社会基盤が違う国が、
将来大変困ることになると思われるのです。

教祖は、「里の仙人になれ」と教えられてい
ますが、それは人に対してだけでなく、国にも
当てはまることです。日本も持てる経済力・技
術力で、自国以外の国々の生活向上にも貢献し
て、世界から尊敬される “ 里の仙人 ” になるこ
とを目指したいものだと思う次第です。

世界の屋根ヒマラヤ山脈の南麓に、ブータン
という小さな王国があります。この国の国民１
人あたりのGDPは年間16万円。貧困ライン（約
1,100 円／月）以下で生活している人が、全人
口の約 4 分の 1 という、決して豊かとは言えな
い国ですが、国民の 95％が「自分は幸福だと
感じている」という統計があります。

ブータンは、国王の提唱による GNH（国
民総幸福量）という指針で世界に知られ、
その国づくりの姿勢が多くの人々の共感を
呼んでいます。例えば、この国に滞在した
日本の NGO 関係者のブログに、“ 政府の役人
が「幸福は持ち物で図れるものではないこと、
いかに今もっているもので満足するかが幸福
の鍵である」と語っている ” と書かれている
のを読んだりすると、“ ブータン人こそ本物の
幸福を知っている。日本人も見習うべきだ。”
などと言いたくなるところであります。

しかるに、現実的には、ブータンの人も “ 今
幸せだから現状を変える必要はない ” とは考
えていないようです。その証拠に、ブータン
でも 1961 年以降 5 年ごとに策定される社会
経済開発を継続していて、現在も 2008 年 7
月からの第 10 次 5 ヶ年計画が進行中なので
す。また、それに対して、国連などの国際機
関や他の多くの国が開発援助を継続中であ
り、日本も最大の開発パートナーの一つに
なっているのです。

つまり、現在のブータンの首都ティンプー
や他の都市での建築ラッシュにも見られるよ
うに、空港や道路を作り、電気・水道などの
インフラを整備し、学校・病院や住宅を建て、
産業を興して生活レベルの向上を図るのは、
大方の開発途上国の人々の願いなのです。ブー
タンのように、国王が評判の善政を敷いてい
て、国民の幸福度が 95％などという国であっ
ても、やはり、何時までも貧しいままで留ま
ることはできない。生活レベルの向上・近代
化を図るのは、誰もが止め得ない世界の潮流
なのです。

我々の立場から申せば、「元の理」のお話に、
「六千年は智慧の仕込み、三千九百九十九年は文
字の仕込みと仰せられる。」とあるように、人間
の知恵の発達、文化の興隆は、人間創造の時か
ら期待されているところです。それは「幸福は


